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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究の概要は，次の 3 点に集約される。 1）スイスで最も古い包括的な方言辞典である











〔    スイスドイツ語 〕 〔 19 世紀の言語思想・言語観 〕 〔   方言辞典の序文分析 〕 
※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  
 
研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
 本研究は，2014 年度立教 SFR の交付を受け，「スイスドイツ語の歴史的推移」について，フランツ・ヨーゼフ・シ
ュタルダー（Franz Joseph Stalder, 1757-1833）によって編纂された全 2 巻からなる方言辞典，『スイス方言辞典の試み―
語源に関する注釈，およびスイス方言学の草案も含めて （Versuch eines Schweizerischen Idiotikon, mit etymologischen Bemerkungen 
untermischt. Samt einer Skizze einer Schweizerischen Dialektologie. 1806）』および『スイス方言辞典の試み―語源に関する注釈，およ
び忘却された語と意味の拾遺とともに （Versuch eines Schweizerischen Idiotikon mit etymologischen Be-merkungen untermischt, samt einer 
Nachlese vergessener Wörter oder Bedeutungen. 1812）』を主な分析の軸となる文献として調査した。最初に，シュタルダー編スイ
ス方言辞典（1806, 1812）および 1994 年に改訂出版されたものの序文テクストを分析することにより，方言に対する
意識，方言辞典の成立過程，編集の意図および出版の背景を明らかにした。次に，シュタルダーの言語に関する見解
には，ヨハン・ゴットフリート・ヘルダー（Johann Gottfried Herder, 1744-1803）のことばが引用されており，その思想
が反映されていることからが考えられるため，シュタルダーの言語思想について，ヘルダーの言語思想を分析し，シ
ュタルダーの思想と比較することで，その思想的関連性を明確にした。なお，シュタルダー編方言辞典にみられる思
想の背景には，同時代における言語をめぐる理論の流れとして，ヘルダーだけでなく，ボードマ （ーJohann Jakob Bodmer, 
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のドイツから，より強大に，書きことばへと普及しているのだが（diese ist mehr als bloszer dialect, wie es schon aus der 
freiheit des volks sich begreifen läszt; noch nie hat sie sich des rechtes begeben selbständig aufzutreten und in die schriftsprache 
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